
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

エンジン停止 !

最優秀賞作品
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《
給
油
す
る
際
の
注
意
点
》

・
給
油
中
は
車
の
ド
ア
を
閉
め
る
。

・
給
油
作
業
は
一
人
で
行
う
。

・
車
の
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
た
ま
ま
給
油

し
な
い
。

・
給
油
中
に
ラ
イ
タ

ー
、
タ
バ
コ
な
ど

に
火
を
つ
け
な
い
。

・
給
油
前
に
静
電
気
を
し
っ
か
り
除

去
す
る
（
燃
料
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け

る
前
に
は
必
ず
静
電
気
除
去
シ
ー

ト
に
触
れ
る
こ
と
）。

・
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に
詰
め
替
え
な

い（
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）。

《
適
切
な
給
油
方
法
》

（
１
）
給
油
ノ
ズ
ル
を
止
ま
る
と
こ

ろ
ま
で
確
実
に
差
し
込
む
。

（
２
）
給
油
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー
を
止

ま
る
と
こ
ろ
ま
で
確
実
に
引

く
。

（
３
）
自
動
的
に
給
油
が
止
ま
っ
た

ら
、
そ
れ
以
上
の
給
油
は
し

な
い
。

（
４
）
給
油
後
は
、
給
油
ノ
ズ
ル
を

確
実
に
元
の
位
置
に
戻
す
。

《
気
を
付
け
て
！
》

ガ
ソ
リ
ン
は
、
何
ら
か
の
小
さ
な

火
の
元
が
あ
れ
ば
、
爆
発
的
に
燃
焼

す
る
極
め
て
火
災
危
険
性
が
高
い
物

質
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
を
灯
油
用
の
ポ
リ
容
器

に
入
れ
る
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
専
用
の
容
器
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

家
庭
や
事
業
所
で
ガ
ソ
リ
ン
を
貯

蔵
す
る
の
は
危
険
で
す
か
ら
控
え
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
朝
霞
消
防
署
消
防
課
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救
急
車
の
適
正
利
用
を
推
進
す
る

ポ
ス
タ
ー
用
図
画
の
審
査
会
が
、
８

月
２０
日
�
に
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県
立

朝
霞
西
高
等
学
校
３
年
生
の
赤
瀬
由

里
子
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
入

選
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
作
品
を
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、

管
内
の
医
療
機
関
や
学
校
を
含
む
公

共
施
設
お
よ
び
不
特
定
多
数
の
人
が

集
ま
る
施
設
等
に

掲
示
し
、
「
救
急

車
の
適
正
利
用
」

に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
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全
国
火
災
予
防
運
動
に
先
立
ち
管

内
の
事
業
所
を
対
象
に
、
屋
内
消
火

栓
操
法
技
術
大
会
を
１０
月
１０
日
�
埼

玉
県
新
座
防
災
基
地
で
実
施
し
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
事
業
所
に
お
い
て

万
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
火
災

か
ら
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
を
守

り
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
管
内
各
事

業
所
の
自
衛
消
防
隊
が
、
日
ご
ろ
の

訓
練
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
天
候
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
す
ば
ら
し
い

屋
内
消
火
栓
操
法
の
技
術
と
チ
ー
ム

力
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防

本
部
予
防
課

�
０
４
８
―
４
６

０
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０
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〈男子の部〉

優 勝 凸版印刷株式会社 半導体ソリューション事業本部

準優勝 株式会社本田技術研究所 HG管理室Ｂチーム

第３位 和光市役所

第４位 積水化学工業株式会社 東京工場

第５位 株式会社本田技術研究所 二輪開発センター

敢闘賞 医療法人社団武蔵野会 新座志木中央総合病院

凸版印刷株式会社 朝霞証券工場

〈女子の部〉

優 勝 独立行政法人国立病院機構 埼玉病院

準優勝 株式会社本田技術研究所 二輪開発センター

第３位 医療法人社団武蔵野会 新座志木中央総合病院

第４位 ヤマト運輸株式会社 埼京ベース店

第５位 和光市役所

敢闘賞 志木市役所

新座市役所
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消防費
（消防運営費）
40億2,770万1千円

87.0％

公債費
(長期債の元金及び利子)
7,959万3千円
1.7％

　議会費
(会議録作成委託料など)
614万3千円
0.1％

総務費
　(事務局運営費)
1億1,611万5千円

2.5％

民生費
(障害者支援施設運営費)
2億8,901万6千円

6.3％ 衛生費
(し尿処理場運営費)
1億1,053万3千円

2.4％

分担金及び負担金
(構成市からの負担金など)
44億3,884万円
92.6％

使用料及び手数料
(障害者支援施設使用料など)
1億6,986万8千円

3.5％

財産収入
(土地貸付料)
111万7千円
0.0％

繰越金
1億5,594万2千円

3.3％

諸収入
1,100万6千円
0.2％ 国庫支出金

(消防事業に対する補助金)
1,718万1千円
0.4％

平平
成成
１１９９
年年
度度

決決
算算
のの
概概
要要

１

歳
入
の
状
況

分
担
金
及
び
負
担
金
か
ら
諸
収
入

ま
で
の
合
計
は
、
予
算
現
額
４７
億
８

千
６１２
万
６
千
円
に
対
し
、
収
入
済
額

４７
億
９
千
３９５
万
３
千
９４５
円
で
１
０
０

�
２
㌫
の
収
入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
済
額
の
う
ち
、
９２.６
㌫
が
組
合

構
成
市
（
朝
霞
市
・
志
木
市
・
和
光

市
・
新
座
市
）
か
ら
の
負
担
金
４４
億

３
千
３０７
万
１
千
円
と
関
越
高
速
道
路

お
よ
び
外
環
自
動
車
道
に
お
け
る
救

急
業
務
負
担
金
５７６
万
８
千
７７５
円
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
の
う
ち
、
１

億
６
千
８１３
万
８
千
３７８
円
が
障
害
者
支

援
施
設
す
わ
緑
風
園
の
使
用
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

財
産
収
入
は
、
朝
霞
地
区
看
護
専

門
学
校
に
貸
付
け
て
い
る
土
地
貸
付

料
１１１
万
７
千
５２２
円
で
す
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

高
規
格
救
急
自
動
車
お
よ
び
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
整
備
す
る
た
め
の
国

か
ら
の
補
助
金
１
千
７１８
万
１
千
円
で

す
。

２

歳
出
の
状
況

議
会
費
か
ら
予
備
費
ま
で
の
歳
出

合
計
は
、
予
算
現
額
４７
億
８
千
６１２
万

６
千
円
に
対
し
、
支
出
済
額
４６
億
２

千
９１０
万
６８６
円
で
、
９６.７
㌫
の
執
行
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
歳
出
と
し
て
は
、
民
生
費
で

は
、
す
わ
緑
風
園
に
お
け
る
入
所
者

の
生
活
支
援
や
施
設
の
維
持
管
理
等

に
支
出
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費
で
は
、
し
尿
処
理
場
の
施

設
運
営
や
維
持
管
理
等
に
支
出
し
て

い
ま
す
。

消
防
費
で
は
、
１
年
間
に
火
災
１６１

件
（
前
年
度
比
５２
件
の
増
）、
救
急

１
万
５
千
２６１
件
（
前
年
度
比
１２
件
の

減
）
の
出
場
が
あ
り
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
整
備
等
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お

金
…
１
万
１
千
２６
円

（
注
）
平
成
１９
年
１０
月
１
日
現
在
の

構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人
口
４１
万
９

千
８１８
人
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
に

つ
い
て

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
日
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は

し
尿
処
理
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
最
終
日

１２
月
２９
日
�

収
集
開
始
日

平
成
２１
年
１
月
５
日

�問
い
合
わ
せ
／
し
尿
処
理
場

�
０

４
８
―
４
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７
―
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９
２
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埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
人
が
利
用
す
る
事
業
所
な

ど
は
、
消
防
法
に
よ
り
有
資
格
者
に

よ
る
防
火
管
理
業
務
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、
防

火
管
理
者
と
し
て
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
も
の
で
、
事
業
所
な
ど
で
、

管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
平
成
２１
年
２
月
１９
日
�
・
２０

日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４

時
３０
分

会
場
／
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

定
員
／
９０
人
（
先
着
順
・
朝
霞
消
防

署
の
受
付
人
員
３０
人
）

受
講
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

（
１
事
業
所
２
人
ま
で
）

教
材
費
／
３
５
０
０
円
（
予
定
）

講
習
日
に
販
売
し
ま
す
。

申
込
期
間
／
平
成
２１
年
１
月
２６
日
�

〜
２
月
６
日
�

午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
３０
分

申
込
方
法
／
在
住
・
在
勤
を
証
明
で

き
る
も
の
、
写
真
１
枚
（
縦
３
㌢

㍍
×
横
２.４
㌢
㍍
・
正
面
上
三
分
身

像
と
し
、
３
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
）
を
持
参
の
上
、
朝
霞
消

防
署
消
防
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
朝
霞
消
防
署
消
防
課

�
０
４
８
―
４
６
３
―
１
１
９
０

救
命
講
習
会
の
予
定

種
類

開
催
日

場

所

上
級

１２
月
２０
日

新
座
消
防
署

普
通

平
成
２１
年

２
月
２８
日

新
座
消
防
署

上
級

平
成
２１
年

３
月
２１
日

新
座
消
防
署

問
い
合
わ
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防

本
部
救
急
課

�
０
４
８
―
４
６

０
―
０
１
２
４

歳出総額 ４６億２，９１０万１千円歳入総額 ４７億９，３９５万４千円

朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・和光市お
よび新座市の４市で構成され、し尿処理場、障害者支援
施設（すわ緑風園）、埼玉県南西部消防本部の業務を共
同で行っています。

■朝霞地区一部事務組合事務局
朝霞市溝沼１―２―２７ �０４８―４６１―２４１５
http : /www.kennanseibu119.jp/kumiai

■埼玉県南西部消防本部
朝霞市溝沼１―２―２７ �０４８―４６０―０１１９
http : /www.kennanseibu119.jp
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